
1

株式会社メガチップス株式会社メガチップス
20201010年年33月期月期 通期決算説明通期決算説明

http://www.megachips.co.jp/http://www.megachips.co.jp/

2010年５月

Innovation & Rebuild



2

目目 次次

33．．20112011年年33月期月期・中期業績予想・中期業績予想 ・・・・・・・・・・・・ 1818

44．まとめ・・・・・・・・・・・・・・・・・・．まとめ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2424

11．．20102010年年33月期月期 通期通期業績報告業績報告 ・・・・・・・・・・・・ 33

22．．20112011年年33月期月期・・中期経営中期経営方針方針 ・・・・・・・・・・・・ 1010



3

20102010年年33月期月期 通期通期業績報告業績報告
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20201010年年33月期月期 通期通期業績（連結）業績（連結）

（億円）（億円） 売上高

上半期予想 下半期予想

（億円）（億円）

00

※（）は対前期増減率（％）、＜＞は対業績予想（％）
※予想数値は、2009年10月30日公表数値です。

100100

2009.3 2010.3 予想

200200

300300

400400

500500

97.997.9

2223.223.2

2206.806.8

430.0430.0

00

1010

2020

3030

4040

7.7.55

23.723.7

17.317.3

41.041.0

営業利益 当期純利益

4.4.11
1414..55

112.02.0

226.56.5

2009.3 2010.3 2009.3 2010.3

売上高 384.9億円
（- 27.1％） ＜89.5％＞

営業利益 30.3億円
（- 36.9％） ＜74.0％＞

当期純利益 21.4億円
（ - 19.9％ ） ＜80.8％＞

12.612.6

17.817.8

95.795.7

173.3173.3 20.520.5

8.98.9

660000

5500

00

1010

2020

3030

4040

5500

（億円）（億円）

160.8160.8

48.148.1

26.726.7

527.7527.7

2.32.3

1.11.1

89.189.1

6600 6600

66..33 44..66

134.1134.1

63.363.3

予想 予想

17.417.4

0.70.7

0.40.4

9.99.9

98.498.4 55..99

66..44

3Q3Q２２QQ１１QQ ４４QQ

384.9384.9

30.330.3

21.421.4
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LSILSI事業の事業の売上高売上高

（億円）（億円） 売上高売上高

2009.32009.3
00

100100

200200

400400

売上高売上高 361.2361.2億円億円
対前期増減率対前期増減率 -- 25.625.6％％
対業績予想対業績予想 90.390.3％％

主要製品である主要製品である携帯ゲーム機向け携帯ゲーム機向けソフソフ
トウェアトウェア格納用格納用LSILSIの需要の需要が減少したことが減少したこと
、また、、また、デジタルカメラ向け画像処理用Ｌデジタルカメラ向け画像処理用Ｌ
ＳＩ及びハイビジョンＡＶ向け録画用ＬＳＩのＳＩ及びハイビジョンＡＶ向け録画用ＬＳＩの
需要が堅調であった一方、地上デジタル需要が堅調であった一方、地上デジタル
放送ワンセグメント受信用チューナーモ放送ワンセグメント受信用チューナーモ
ジュールの需要が低調に推移し、新製品ジュールの需要が低調に推移し、新製品
であるアミューズメント分野向けのＬＳＩのであるアミューズメント分野向けのＬＳＩの
量産量産開始開始が遅延したが遅延したことにことにより、より、売上高売上高
は前年同期比では前年同期比で減少した減少した。。

300300

500500

4400.000.0

193.3193.3

206.7206.7

85.885.8

2010.32010.3 予想予想

84.284.2

165.4165.4

150.2150.2

485.485.66

600600

81.581.5

125.2125.2

61.361.3

※予想数値は、10月30日公表数値です。

93.293.2

361.2361.2
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システム事業システム事業のの売上高売上高

（億円）（億円）
売上高売上高

2009.32009.3
00

2020

2010.3 2010.3 

売上高売上高 23.723.7億円億円
対前期増減率対前期増減率 -- 43.643.6％％
対対業績予想業績予想 79.079.0％％

顧客専用映像監視機器の需要が顧客専用映像監視機器の需要が減少減少
したしたため、売上高はため、売上高は前年同期比で前年同期比で減少減少しし
た。た。

4040

30.030.0

13.513.5

16.516.5

予想予想

1010

3030

12.112.1

7.87.8

11.511.5

10.610.6

42.042.0

5050

7.67.6

8.98.9

23.723.7

5.15.1

※予想数値は、10月30日公表数値です。

2.12.1
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20102010年年33月期月期__連結業績（連結業績（P/LP/L）サマリー）サマリー

80.880.8%%-- 2020..00%%109.09109.09110.21110.2188.1988.1911株利益（円）株利益（円）

80.880.8%%-- 1919..99%%2,2,6565002,6722,6722,1402,140当期純利益当期純利益

7575..77%%-- 3636..66%%4,1004,1004,8924,8923,1013,101経常利益経常利益

7474..00%%-- 3636..99%%44,,1100004,8124,8123,0343,034営業利益営業利益

89.589.5%%-- 2727..11%%4343,000,00052,77152,77138,49538,495売上高売上高

連結連結

－－－－-- 6006002222-- 1,1411,141営業利益営業利益

7979..00%%-- 4343..66%%33,,0000004,2014,2012,3712,371売上高売上高システムシステム
事業事業

89.689.6%%-- 1212..11%%4,4,7700004,7914,7914,2124,212営業利益営業利益

9090..33%%-- 2525..66%%4040,,00000048,56948,56936,12436,124売上高売上高
LSILSI事業事業

対対業績業績
予想予想

対前期対前期
増減率増減率

2010.32010.3期期
通期通期予想予想

2009.32009.3期期
実績実績

2010.32010.3期期
実績実績

（単位：百万円）（単位：百万円）

※予想数値は、2009年10月30日公表数値です。
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20102010年年33月期月期 通期連結業績（通期連結業績（B/SB/S））
（百万円）（百万円）

10,00010,000

20,00020,000

30,00030,000

40,00040,000

00

11,87511,87510,70010,700受取手形及び売掛金受取手形及び売掛金

6,5856,58514,56514,565現金及び預金現金及び預金

6,3926,3925,3545,354投資その他の資産投資その他の資産

215215296296無形、有形固定資産無形、有形固定資産

596596638638その他の流動資産その他の流動資産

9469461,5581,558たな卸資産たな卸資産

20201010.3/.3/
期末期末

2009.3/2009.3/
期末期末

2010.3/2010.3/期末期末2009.3/2009.3/期末期末

資産：高い流動比率資産：高い流動比率 負債・純資産：厚い自己資本負債・純資産：厚い自己資本（百万円）（百万円）

10,00010,000

20,00020,000

30,00030,000

40,00040,000

00
2010.3/2010.3/期末期末2009.3/2009.3/期末期末

38384545その他固定負債その他固定負債

6986982,9532,953その他流動負債その他流動負債

007,0007,000有利子負債有利子負債

1,4351,4352,5512,551支払手形及び支払手形及び買掛金買掛金

24,43924,43920,56420,564純資産純資産

20201010.3/.3/
期末期末

2009.3/2009.3/
期末期末

33,11533,115

14,56514,565

10,70010,700

5,3545,354

33,11533,115
2,5512,551

7,0007,000

20,56420,564

6,3926,392

11,87511,875

6,5856,585

26,61226,612 26,61226,612

1,4351,435

24,43924,439
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20102010年年33月期月期 通期連結業績（通期連結業績（C/FC/F））

営業キャッシュフロー

投資キャッシュフロー

フリーキャッシュフロー
（百万円）（百万円）

2009.3/2009.3/期末期末 2010.3/2010.3/期末期末

2,0002,000

--2,0002,000

9.87710,95910,959

※※売掛債権の増加と法人税等の支払い売掛債権の増加と法人税等の支払い

- 72

358358

-- 431431
00

-- 1,0821,082

4,0004,000

6,0006,000

8,0008,000

10,00010,000

12,00012,000
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20112011年年33月期・中期経営方針月期・中期経営方針
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20120111年年33月期中期成長戦略月期中期成長戦略

景気の波に左右されず、安定成長を継続する。景気の波に左右されず、安定成長を継続する。そのために、そのために、

日本でNo.1のＬＳＩ関連ファブレス・ベンチャー企業として！

１．１．顧客密着型ビジネスに集中し、顧客とともに顧客密着型ビジネスに集中し、顧客とともに
長期的に成長・発展できるビジネスを育成する。長期的に成長・発展できるビジネスを育成する。

２．２．安定した経営を目指し、安定した経営を目指し、
適正な事業ポートフォリオを作り上げる。適正な事業ポートフォリオを作り上げる。

３．ビジネスの枠組みの改革、３．ビジネスの枠組みの改革、高収益化への体質高収益化への体質
改善により改善により、、事業効率を向上させる。事業効率を向上させる。
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１１））顧客密着型ビジネスに集中し、顧客密着型ビジネスに集中し、
顧客との長期的な顧客との長期的なWinWin--WinWinの関係構築を進める。の関係構築を進める。

①顧客と長期的な①顧客と長期的なwinwin--winwinの関係を築ける最適なビジネスモデルの関係を築ける最適なビジネスモデル
を作り上げる。を作り上げる。
また、顧客とビジネスリスク分担の最適化を進める。また、顧客とビジネスリスク分担の最適化を進める。

②良好なビジネスを長期的に維持するためコアコンピタンスを磨く。②良好なビジネスを長期的に維持するためコアコンピタンスを磨く。

１：１： 特徴あるビジネスモデル特徴あるビジネスモデル
２：２： 技術特許技術特許
３３：： ハード、ソフトのノウハウハード、ソフトのノウハウ

ビジネス形態の改革：顧客密着型ビジネスに集中ビジネス形態の改革：顧客密着型ビジネスに集中
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２２））新規市場の開拓と既存事業の拡大で事業ポートフォリオを新規市場の開拓と既存事業の拡大で事業ポートフォリオを
実現する。実現する。

高い市場シェアを持っており、長期的に高い市場シェアを持っており、長期的にWinWin--WinWinになれる新規市場の顧客をになれる新規市場の顧客を
開拓する。開拓する。
既存顧客に関しても、長期に既存顧客に関しても、長期にWinWin--WinWinの関係になるよう知恵を絞るとともにの関係になるよう知恵を絞るとともに
事業の幅を拡げるようにし、事業ポートフォリオを実現する。事業の幅を拡げるようにし、事業ポートフォリオを実現する。

コンシューマー セキュリティ

エコ、エネルギー

ゲーム

既存事業（長期的なWin-Winの関係構築）

新規事業(中長期の事業の柱として育成）

アミューズメント

中長期的な
Win-Win関係

業界で高いシェア
又は将来の可能性

製品ライフ
がある程度長い

事業ポートフォリオ
の実現

事業構造改革：事業構造改革：適正な適正な事業ポートフォリオの実現事業ポートフォリオの実現
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３３））顧客やアライアンスを含めたビジネスの枠組みの最適化を図る。顧客やアライアンスを含めたビジネスの枠組みの最適化を図る。

顧客やアライアンスとのビジネスの枠組みを見直すことで、事業の効率化を顧客やアライアンスとのビジネスの枠組みを見直すことで、事業の効率化を
図ると共に、リソースの肥大化等のビジネスリスクの軽減を図る。図ると共に、リソースの肥大化等のビジネスリスクの軽減を図る。

ビジネビジネススのの枠組みの見直しを行う。枠組みの見直しを行う。
１：１：顧客とのビジネスの切り口をＲＯＩや必要な顧客対応体制を考え顧客とのビジネスの切り口をＲＯＩや必要な顧客対応体制を考え

最適化を図る。最適化を図る。

２：長期的に補間関係になれるアライアンスを発掘する。２：長期的に補間関係になれるアライアンスを発掘する。

３３：：アライアンスに開発の一部を分担してもらい開発のスピードアップを図るアライアンスに開発の一部を分担してもらい開発のスピードアップを図る
と共に開発投資リスクを低減させる。と共に開発投資リスクを低減させる。
但し、製品の差別化ポイントは自社で固める。但し、製品の差別化ポイントは自社で固める。

事業構造改革：ビジネスの枠組みの改革事業構造改革：ビジネスの枠組みの改革
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高収益化への体質改善高収益化への体質改善

●●高収益化への体質改善高収益化への体質改善
アライアンス活用、原価コントロール、生産工期短縮、在庫圧アライアンス活用、原価コントロール、生産工期短縮、在庫圧

縮、業務効率改善等施策により、高収益化を図る縮、業務効率改善等施策により、高収益化を図る。。

（１）アライアンス活用による開発の効率化・事業リスクの軽減（１）アライアンス活用による開発の効率化・事業リスクの軽減

（２）（２）開発段階からの総原価コントロール開発段階からの総原価コントロール、原価低減、原価低減

（３）（３）生産工期短縮と在庫の圧縮生産工期短縮と在庫の圧縮

（４）人員の配置・規模の最適化と業務効率の向上（４）人員の配置・規模の最適化と業務効率の向上
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ターゲット市場と施策ターゲット市場と施策

ゲーム市場
デジタル家電

市場
セキュリティ

市場

ソリューションの拡大ソリューションの拡大
・システムＬＳＩ、・システムＬＳＩ、
・モジュール・ボード・モジュール・ボード
・システム製品・システム製品
・ＩＰライセンス等々・ＩＰライセンス等々

知的財産知的財産の応用の応用
・画像処理技術・画像処理技術
・音声処理技術・音声処理技術
・通信技術・通信技術
・専用メモリ技術・専用メモリ技術

・製品ラインナップの拡大。・製品ラインナップの拡大。
・顧客と密着して強固な補完関係を構築。・顧客と密着して強固な補完関係を構築。
・新規顧客の獲得。・新規顧客の獲得。

IPIPIP

アミューズメント
市場

エコ・エネルギー
市場
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分分 野野

画像処理技術画像処理技術

音声処理技術音声処理技術

MPEG4,HMPEG4,H..264264,H.263,H.263

技技 術術

JPEG,JPEG2k,JPEGJPEG,JPEG2k,JPEG--XRXR

画像センサ信号処理画像センサ信号処理

ACC,MP3ACC,MP3圧縮伸張圧縮伸張

スペクトラム拡散通信スペクトラム拡散通信

暗号暗号

PLC,ZigbeePLC,Zigbee etcetc

エラーコレクションエラーコレクション

OFDMOFDM

G723.1G723.1圧縮伸張圧縮伸張

用用 途途

携帯電話携帯電話，ＴＶ，ＤＶＤレコーダー，ＴＶ，ＤＶＤレコーダー

デジタルカメラデジタルカメラ,,セキュリティセキュリティ

デジタルカメラデジタルカメラ,,ビデオカメラビデオカメラ

携帯電話，デジタル携帯電話，デジタルTVTV

宅内センサーネットワーク宅内センサーネットワーク

セキュリティ通信セキュリティ通信

ワイヤレス通信ワイヤレス通信,,無線無線LANLAN

メモリコントロールメモリコントロール

携帯電話携帯電話

デジタルデジタルTV(TV(地上デジタル放送地上デジタル放送))

通通 信信 技技 術術

アナログ信号処理アナログ信号処理 AEAEセンサ等各種センサセンサ等各種センサ
そそ のの 他他

メガチップスの主要技術メガチップスの主要技術
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20112011年年33月期・中期業績月期・中期業績予想予想
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20201111年年33月期月期 業績業績予想予想

+ 0.4%+ 0.4%-- 52.0%52.0%88.1988.1960.0960.0988.5188.5128.8228.8211株利益（円）株利益（円）

+ 0.4%+ 0.4%-- 52.0%52.0%2,1402,1401,4571,4572,2,151500700700当期純利益当期純利益

-- 0.1%0.1%-- 52.2%52.2%3,1013,1012,3002,30033,,1100001,1001,100経常利益経常利益

+ 2.1%+ 2.1%-- 53.6%53.6%3,0343,0342,3702,37033,,1100001,1001,100営業利益営業利益

-- 9.1%9.1%-- 31.9%31.9%38,49538,49522,32322,3233535,,0000001515,,220000売上高売上高

連結連結

－－－－-- 1,1411,141--184184-- 500500--350350営業利益営業利益

+ 18.1%+ 18.1%-- 39.4%39.4%2,3712,3711,6511,65122,,88000011,,000000売上高売上高システムシステム
事業事業

-- 14.5%14.5%-- 43.8%43.8%4,2124,2122,5782,57833,,66000011,,454500営業利益営業利益

-- 10.9%10.9%-- 3131..3%3%36,12436,1242020,,6726723232,,2200001414,,220000売上高売上高LSILSI
事業事業

対前対前年年
通期通期

増減率増減率

対前対前年年
上期上期

増減率増減率

2010.32010.3
通期通期
実績実績

2010.32010.3
上期上期
実績実績

2011.32011.3
通期通期
予想予想

2011.32011.3
上期上期
予想予想

（単位：百万円）（単位：百万円）
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中期業績目標中期業績目標

中期業績目標（中期業績目標（20120133年年33月期月期のの目指す姿）目指す姿）

●連結営業利益●連結営業利益 5555億円、営業利益平均成長率億円、営業利益平均成長率 約約2020％％

（億円）（億円）

10.310.3

売上高売上高

350350

12.312.3
00

400400

（億円）（億円） 営業利益営業利益

3030

00

2020

4040
384384

200200

11.311.3

600600 6060

480480
5555

3131

13.313.3 10.310.3 12.312.311.311.3 13.313.3

平均成長率：約8%
平均成長率：

約20%400400 3838
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LSILSI事業セグメント事業セグメント 中期業績目標中期業績目標

（億円）（億円）
売上高売上高

322322
400400

（億円）（億円）
営業利益営業利益

4242

2020

4040361361

200200

600600 6060

435435

5050

3636

平均成長率：約6% 平均成長率：約9%

10.310.3 12.312.3
00 00

11.311.3 13.313.3 10.310.3 12.312.311.311.3 13.313.3

360360
3737
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システム事業セグメントシステム事業セグメント 中期業績目標中期業績目標

（億円）（億円）
売上高売上高

2828

4040

（億円）（億円）
営業利益営業利益

--1010

2323

2020

6060

554545 5.05.0

1010

-- 1111

-- 55

平均成長率：約25% 営業利益の改善

10.310.3 12.312.3
00 --1515

11.311.3 13.313.3 10.310.3 12.312.311.311.3 13.313.3

00

--55

4040 1.01.0
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特別配当
普通配当

経営体質経営体質((利益配分利益配分))

（円） 20

10

30

0
2004.3 2005.3 2006.3 2007.3 2009.3

10 10

16
18

23

9

5

記念配当
(創業15周年)

特別配当
(子会社合併による
税効果)

33

2008.3

① 中長期的な成長に向けた投資を行うため、また経営環境の変化にも耐えうる
健全な財務体質の維持に必要な内部留保を確保。(従来から変更なし)

②剰余金の配当は、配当性向30%程度、または連結純資産配当率(DOE) 2%程度
のいずれか高い方。

③ 資本効率向上のため、市場の状況、株価動向、財務状況等を勘案し、
機動的に自己株式取得。

【【配当方針配当方針】】

40

27

2010.3
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●顧客密着型ビジネスに集中し、
顧客とともに長期的に成長・発展できるビジネスを育成する。

顧客のニーズに応える最適なソリューションを提供することで、
顧客と密着して強固な補完関係を構築し、顧客とともに長期的
に成長・発展できるビジネスを育成することにより事業の拡大を図る。

●安定的な経営を目指し事業のポートフォリオを作り上げる。
エコエネルギー、アミューズメント関連の新規事業を立ち上げる。
また、既存顧客も事業の内容を見直し、事業の幅を広げる事で事業の
ポートフォリオを実現する。

●高収益化への体質改善により、事業効率を向上させる。
製品原価の低減、在庫の圧縮、開発のスピードアップ等業務改善により
事業効率を上げると共に、無駄を省き地球環境の維持にも貢献する。

●顧客密着型ビジネスに集中し、
顧客とともに長期的に成長・発展できるビジネスを育成する。

顧客のニーズに応える最適なソリューションを提供することで、
顧客と密着して強固な補完関係を構築し、顧客とともに長期的
に成長・発展できるビジネスを育成することにより事業の拡大を図る。

●安定的な経営を目指し事業のポートフォリオを作り上げる。
エコエネルギー、アミューズメント関連の新規事業を立ち上げる。
また、既存顧客も事業の内容を見直し、事業の幅を広げる事で事業の
ポートフォリオを実現する。

●高収益化への体質改善により、事業効率を向上させる。
製品原価の低減、在庫の圧縮、開発のスピードアップ等業務改善により
事業効率を上げると共に、無駄を省き地球環境の維持にも貢献する。

まとめまとめ (Key Investment Highlights)(Key Investment Highlights)
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ＩＲポリシーＩＲポリシー

≫基本姿勢≫基本姿勢

当社は、「公平性」「適時性」「正確性」「継続性」に配慮して、経営戦略や財務状態等の会社情報を発信し、経当社は、「公平性」「適時性」「正確性」「継続性」に配慮して、経営戦略や財務状態等の会社情報を発信し、経
営の「透明性」を高めるとともに、株主・投資家・証券アナリストの皆さまからの当社に対する信頼と適切な評価営の「透明性」を高めるとともに、株主・投資家・証券アナリストの皆さまからの当社に対する信頼と適切な評価
を得るために、経営者自ら積極的なＩＲ活動に取り組みます。を得るために、経営者自ら積極的なＩＲ活動に取り組みます。

≫≫情報情報開示の基準開示の基準

当社は、金融商品取引法、会社法等の諸法令当社は、金融商品取引法、会社法等の諸法令((以下、「法令」以下、「法令」))、また当社の株式が上場されている東京証券取、また当社の株式が上場されている東京証券取
引所の定める「上場有価証券の発行者の会社情報の適時開示に関する規則」（以下、「適時開示規則」）を遵引所の定める「上場有価証券の発行者の会社情報の適時開示に関する規則」（以下、「適時開示規則」）を遵
守してディスクロージャーを行います。また、法令ならびに適時開示規則に規定される開示基準に該当しない場守してディスクロージャーを行います。また、法令ならびに適時開示規則に規定される開示基準に該当しない場
合でも、株主・投資家・証券アナリストの皆さまの投資判断に影響を与えると考えられる情報や、当社への理解合でも、株主・投資家・証券アナリストの皆さまの投資判断に影響を与えると考えられる情報や、当社への理解
を深めていただく上で有用であると思われる情報は、積極的に開示します。を深めていただく上で有用であると思われる情報は、積極的に開示します。

≫≫情報情報開示の方法開示の方法

当社は、適時開示規則に定める開示基準に該当する情報、株主・投資家・証券アナリストの皆さまの投資判断当社は、適時開示規則に定める開示基準に該当する情報、株主・投資家・証券アナリストの皆さまの投資判断
に影響を与えると考えられる情報は、適時開示規則に従い、東京証券取引所が運用する適時開示情報伝達シに影響を与えると考えられる情報は、適時開示規則に従い、東京証券取引所が運用する適時開示情報伝達シ
ステムステム Timely Disclosure network (Timely Disclosure network (ＴＤｎｅｔＴＤｎｅｔ)) を通じて開示するとともに、速やかに当社のインターネット上に開を通じて開示するとともに、速やかに当社のインターネット上に開
設するホームページ設するホームページ((以下、「ホームページ」以下、「ホームページ」))に掲示します。に掲示します。
また、これら以外の情報についても、当社を理解していただく上で有用であると思われる情報は、また、これら以外の情報についても、当社を理解していただく上で有用であると思われる情報は、IRIR情報誌等の情報誌等の
発行や、ニュースリリースの配信やホームページへの掲載を通じて情報発信します。発行や、ニュースリリースの配信やホームページへの掲載を通じて情報発信します。
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ＩＲポリシーＩＲポリシー
≫将来の見通しについて≫将来の見通しについて

当社が開示する情報の中で、業績予想や将来の予測等に関する記述は、その情報が開示される時点で経営者が当社が開示する情報の中で、業績予想や将来の予測等に関する記述は、その情報が開示される時点で経営者が
入手した情報に基づき判断した予想であり、不確実性や潜在的なリスク入手した情報に基づき判断した予想であり、不確実性や潜在的なリスク((以下、「リスク」以下、「リスク」))が含まれる場合がありますが含まれる場合があります
。しかし、結果としての業績等は、変化するさまざまな要因によって、予想とは異なることがありますことをご承知お。しかし、結果としての業績等は、変化するさまざまな要因によって、予想とは異なることがありますことをご承知お
きください。これらリスクは「事業等のリスク」として開示に努めますのでご参照ください。きください。これらリスクは「事業等のリスク」として開示に努めますのでご参照ください。

≫≫投資の判断投資の判断

当社の開示する情報は、当社に対する理解を深めていただくことを目的としており、投資勧誘を目的としたものでは当社の開示する情報は、当社に対する理解を深めていただくことを目的としており、投資勧誘を目的としたものでは
ありません。投資に関する決定は、ご自身の判断において行なわれありません。投資に関する決定は、ご自身の判断において行なわれますようますようお願いいたします。お願いいたします。

≫第三者が発行する当社情報への対応≫第三者が発行する当社情報への対応

証券アナリストや報道機関、インターネット上のさまざまな情報サイト等の当社以外の第三者が発信する、当社の証券アナリストや報道機関、インターネット上のさまざまな情報サイト等の当社以外の第三者が発信する、当社の
情報・業績予想等各種情報については、当社はコメントやこれらを支持する立場にはありません。ただし、これらの情報・業績予想等各種情報については、当社はコメントやこれらを支持する立場にはありません。ただし、これらの
内容に明らかな誤りが含まれており、当社への信頼と適切な評価が得られないと判断する場合には、その誤りを訂内容に明らかな誤りが含まれており、当社への信頼と適切な評価が得られないと判断する場合には、その誤りを訂
正し、正確な情報を伝えるための対応をいたします。正し、正確な情報を伝えるための対応をいたします。

≫≫ＩＲ沈黙期間ＩＲ沈黙期間

当社は、株価に影響を与える決算情報の漏洩を防ぎ、公平性を確保するため、各四半期の、決算日の当社は、株価に影響を与える決算情報の漏洩を防ぎ、公平性を確保するため、各四半期の、決算日の55営業日前営業日前
から決算発表日までを沈黙期間と定めます。この期間中は、決算に関連するお問い合わせへのコメントを控えさせから決算発表日までを沈黙期間と定めます。この期間中は、決算に関連するお問い合わせへのコメントを控えさせ
ていただきますので、ご理解いただきますようお願いいたします。ていただきますので、ご理解いただきますようお願いいたします。 ただし、法令や適時開示規則に該当する情報にただし、法令や適時開示規則に該当する情報に
ついては、沈黙期間中であってもディスクロージャーを行った後、お問い合わせに対応いたします。ついては、沈黙期間中であってもディスクロージャーを行った後、お問い合わせに対応いたします。

≫≫関連関連
適時開示に係る宣誓書適時開示に係る宣誓書((東京証券取引所ホームページに掲載東京証券取引所ホームページに掲載))
適時開示体制概要書適時開示体制概要書((東京証券取引所ホームページに掲載東京証券取引所ホームページに掲載))
情報開示標準情報開示標準((当社社内規則当社社内規則))
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本資料に関するお問い合わせ先本資料に関するお問い合わせ先

株式会社メガチップス株式会社メガチップス
財務経理統括財務経理統括部部 広報広報部部
irir--team@megachips.co.jpteam@megachips.co.jp

〒〒532532--0003 0003 大阪市淀川区宮原大阪市淀川区宮原44丁目丁目11‐‐6 6 アクロス新大阪アクロス新大阪
TELTEL：： 0606‐‐63996399‐‐2884(2884(代代)) FAXFAX：： 0606‐‐63996399‐‐28862886


